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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行され、カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信
方法であって、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）から１つまたは複数のランダムアクセスプリアン
ブル（ＲＡプリアンブル）を受信したことに応答して、１つまたは複数の媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を前記１つまたは複数のＵＥに送信するこ
とを含み、
　前記送信することは、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属
する前記ＲＡプリアンブルに応答する前記ＭＡＣ　ＲＡＲが、セットに固有の無線ネット
ワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる第１の物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）によってスケジューリングされる物理ダウンリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）によって搬送される、第１の方式によって実行することが可能であり、
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記１つのＲＡプリアンブルセットのセットインデッ
クスに関連付けられ、かつ、プリアンブルに固有のＲＮＴＩと連続する、
　無線通信方法。
【請求項２】
　前記送信することは、前記第１の方式および第２の方式の１つによって実行され、
　前記第２の方式において、１つの受信ＲＡプリアンブルに応答する単一のＭＡＣ　ＲＡ
Ｒはプリアンブルに固有のＲＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨによっ
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て搬送され、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは前記単一のＭＡＣ　ＲＡＲが応答する
前記ＲＡプリアンブルのＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられる、
　請求項１に記載の無線通信方法。
【請求項３】
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋ｉｎｄｅｘｐ，

ｉ＋ｏｆｆｓｅｔｉ

によって決定され、
　ＲＮＴＩｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉの前記ＲＡプリアンブルｐに対応する
前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩであり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデッ
クスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信
されたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する
前記ＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉは前
記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプリアンブルインデックスの数であり、ｉｎｄｅｘｐ

，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉ内の前記ＲＡプリアンブルｐのインデックスであり
、ｏｆｆｓｅｔｉはＲＡプリアンブルセットに固有である整数オフセットである、
　請求項２に記載の無線通信方法。
【請求項４】
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅｔ

ｉ、または、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）－１＋ｏｆｆｓｅｔｉ

によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡ
Ｃ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスであ
り、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信された周
波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプ
リアンブルインデックスの数であり、ｏｆｆｓｅｔｉはＲＡプリアンブルセットに固有で
ある整数オフセットである、
請求項１～３のいずれか一項に記載の無線通信方法。
【請求項５】
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１
））＋ｉｎｄｅｘｐ，ｉ＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉの前記ＲＡプリアンブルｐに対応する
前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩであり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデッ
クスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信
されたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する
前記ＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉ－１

は前記ＲＡプリアンブルセットｉ－１のＲＡプリアンブルインデックスの数であり、ｉｎ
ｄｅｘｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉ内の前記ＲＡプリアンブルｐのインデック
スであり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセットに共通の整数オフセットである
、
　請求項２に記載の無線通信方法。
【請求項６】
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１））
＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅｔ、または、
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　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１））
－１＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡ
Ｃ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスであ
り、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信された周
波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプ
リアンブルインデックスの数であり、Ｎｉ－１は前記ＲＡプリアンブルセットｉ－１のＲ
Ａプリアンブルインデックスの数であり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセット
に共通の整数オフセットである、
　請求項１、２および５のいずれか一項に記載の無線通信方法。
【請求項７】
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）＋ｉｎｄｅｘｐ

＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｐは前記ＲＡプリアンブルｐに対応する前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩで
あり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信された
サブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記Ｒ
Ａプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎ＿ｐは全ての
ＲＡプリアンブルセットのＲＡプリアンブルインデックスの合計数であり、Ｎ＿ｓｅｔは
ＲＡプリアンブルセットの合計数であり、ｉｎｄｅｘｐは前記Ｎ＿ｐ個のＲＡプリアンブ
ル内の前記ＲＡプリアンブルｐのインデックスであり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリア
ンブルセットに共通の整数オフセットである、
　請求項２に記載の無線通信方法。
【請求項８】
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）－ｉ－１＋ｏｆ
ｆｓｅｔ、または、
　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）＋Ｎ＿ｐ＋ｉ＋
ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信Ｍ
ＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスで
あり、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信された
周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎ＿ｐは全てのＲＡプリアンブルセットのＲ
Ａプリアンブルインデックスの合計数であり、Ｎ＿ｓｅｔはＲＡプリアンブルセットの合
計数であり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセットに共通の整数オフセットであ
る、
　請求項１、２および７のいずれか一項に記載の無線通信方法。
【請求項９】
　特定のＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩの最下位ビット
（ＬＳＢ）または最上位ビット（ＭＳＢ）は、全てのＲＡプリアンブル内の前記特定のＲ
Ａプリアンブルのインデックスによって決定され、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩの
他のビットは固定値である、
　請求項２に記載の無線通信方法。
【請求項１０】
　特定のＲＡプリアンブルセットに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記特定の
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ＲＡプリアンブルセットの前記ＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有のＲ
ＮＴＩの前記値に対する連続した値である、
　請求項９に記載の無線通信方法。
【請求項１１】
　特定のＲＡプリアンブルセットに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記特定の
ＲＡプリアンブルセットの任意のＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有の
ＲＮＴＩのＬＳＢまたはＭＳＢ以外の、１つまたは複数のビットを変更することによって
決定される、
　請求項９に記載の無線通信方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実行され、カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信方法
であって、
　１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属するランダムアクセス
プリアンブル（ＲＡプリアンブル）をｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）に送信することと、
　セットに固有の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる
第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、または、プリアンブルに固有のＲ
ＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨを前記ｅＮＢから受信することと、
を含み、
　前記第１のＰＤＣＣＨは、前記送信されるＲＡプリアンブルに応答して媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を搬送する物理ダウンリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）をスケジューリングし、前記セットに固有のＲＮＴＩは前記１つのＲＡプ
リアンブルセットのセットインデックスに関連付けられ、
　前記第２のＰＤＣＣＨは、前記送信されるＲＡプリアンブルに応答して前記ＭＡＣ　Ｒ
ＡＲを搬送し、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは前記送信されるＲＡプリアンブルの
前記ＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられ、
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩと連続する、
　無線通信方法。
【請求項１３】
　カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信のためのｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）であって、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）から１つまたは複数のランダムアクセスプリアン
ブル（ＲＡプリアンブル）を受信したことに応答して、１つまたは複数の媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を前記１つまたは複数のＵＥに送信するよ
うに構成される送信ユニットを含み、
　前記送信することは、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属
する前記ＲＡプリアンブルに応答する前記ＭＡＣ　ＲＡＲが、セットに固有の無線ネット
ワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる第１の物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）によってスケジューリングされる物理ダウンリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）によって搬送される、第１の方式によって実行することが可能であり、前
記セットに固有のＲＮＴＩは前記１つのＲＡプリアンブルセットのセットインデックスに
関連付けられ、
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、プリアンブルに固有のＲＮＴＩと連続する、
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）。
【請求項１４】
　前記送信することは、前記第１の方式および第２の方式の１つによって実行され、
　前記第２の方式において、１つの受信ＲＡプリアンブルに応答する単一のＭＡＣ　ＲＡ
Ｒはプリアンブルに固有のＲＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨによっ
て搬送され、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは前記単一のＭＡＣ　ＲＡＲが応答する
前記ＲＡプリアンブルの前記ＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられる、
　請求項１３に記載のｅＮＢ。
【請求項１５】
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　カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属するランダムアクセス
プリアンブル（ＲＡプリアンブル）をｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）に送信するように構成され
る送信ユニットと、
　セットに固有の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる
第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、または、プリアンブルに固有のＲ
ＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨを前記ｅＮＢから受信するように構
成される受信ユニットと、
を含み、
　前記第１のＰＤＣＣＨは、前記送信されるＲＡプリアンブルに応答して媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を搬送する物理ダウンリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）をスケジューリングし、前記セットに固有のＲＮＴＩは前記１つのＲＡプ
リアンブルセットのセットインデックスに関連付けられ、
　前記第２のＰＤＣＣＨは、前記送信されるＲＡプリアンブルに応答して前記ＭＡＣ　Ｒ
ＡＲを搬送し、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは前記送信されるＲＡプリアンブルの
前記ＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられ、
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩと連続する、
　ユーザ機器（ＵＥ）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線通信の分野に関し、特に、無線通信方法、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）およ
びユーザ機器（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ（ＵＥ））に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カバレッジ拡張を有するマシンタイプ通信（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎ（ＭＴＣ））のために、複数のカバレッジ拡張（ｃｏｖｅｒａｇｅ　ｅｎ
ｈａｎｃｅｍｅｎｔ（ＣＥ））レベルがサポートされる。ＣＥレベルごとに、１セットの
ランダムアクセス（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ（ＲＡ））プリアンブルがある。複数の
ＲＡプリアンブルが、各セットにある。ランダムアクセスのために、ＵＥは、測定または
他の方法に基づいて１つのＣＥレベルを選択して、選択されたＣＥレベルに対応するセッ
トの１つのＲＡプリアンブルを選択する。ＵＥは、選択されたＲＡプリアンブルを搬送す
る物理ランダムアクセスチャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ（ＰＲＡＣＨ））をｅＮＢに送信する。ＰＲＡＣＨがｅＮＢによって検出さ
れた場合、ｅＮＢは媒体アクセス制御（ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ（
ＭＡＣ））ランダムアクセス応答（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ（Ｒ
ＡＲ））をＵＥに送信してＵＥに知らせることを必要とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　１つの非限定的で例示的な実施形態は、カバレッジ拡張を有する無線通信のＲＡＲに関
連付けられたＰＤＣＣＨをスクランブルするためのＲＮＴＩを決定するアプローチを提供
する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示の第１の一般的な態様において、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行され、カ
バレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信方法が提供され、それは、１つまたは複数のユー
ザ機器（ＵＥ）から１つまたは複数のランダムアクセスプリアンブル（ＲＡプリアンブル
）を受信したことに応答して１つまたは複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ランダムアク
セス応答（ＲＡＲ）を１つまたは複数のＵＥに送信することを含み、送信することは、１
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つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属するＲＡプリアンブルに応
答するＭＡＣ　ＲＡＲが、セットに固有の無線ネットワーク一時識別子（ｒａｄｉｏ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ（ＲＮＴＩ））によってスクラン
ブルされる第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＤＣＣＨ））によってスケジューリングされる、
物理ダウンリンク共用チャネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　
ｃｈａｎｎｅｌ（ＰＤＳＣＨ））によって搬送される、第１の方式によって実行すること
が可能であり、セットに特有のＲＮＴＩは、１つのＲＡプリアンブルセットのセットイン
デックスに関連付けられる。
【０００５】
　本開示の第２の一般的な態様において、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行され、カバレ
ッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信方法が提供され、それは、１つのＣＥレベルに対応す
る１セットのランダムアクセスプリアンブル（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｅａｍ
ｂｌｅ（ＲＡ－ｐｒｅａｍｂｌｅ））に属するＲＡプリアンブルをｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ
）に送信することと、セットに固有の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によって
スクランブルされる第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、または、プリ
アンブルに固有のＲＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨをｅＮＢから受
信することと、を含み、第１のＰＤＣＣＨは、送信されるＲＡプリアンブルに応答して媒
体アクセス制御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を搬送する物理ダウンリンク
共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）をスケジューリングし、セットに固有のＲＮＴＩは１つのＲ
Ａプリアンブルセットのセットインデックスに関連付けられ、第２のＰＤＣＣＨは、送信
されるＲＡプリアンブルに応答してＭＡＣ　ＲＡＲを搬送し、プリアンブルに固有のＲＮ
ＴＩは送信されるＲＡプリアンブルのＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられる。
【０００６】
　本開示の第３の一般的な態様において、カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信のた
めのｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）が提供され、それは、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）
から１つまたは複数のランダムアクセスプリアンブル（ＲＡプリアンブル）を受信したこ
とに応答して、１つまたは複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（Ｒ
ＡＲ）を１つまたは複数のＵＥに送信するように構成される送信ユニットを含み、送信す
ることは、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属するＲＡプリ
アンブルに応答するＭＡＣ　ＲＡＲが、セットに固有の無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）によってスクランブルされる第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）によってスケジューリングされる物理ダウンリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）によっ
て搬送される、第１の方式によって実行することが可能であり、セットに固有のＲＮＴＩ
は、１つのＲＡプリアンブルセットのセットインデックスに関連付けられる。
【０００７】
　本開示の第４の一般的な態様において、カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信のた
めのユーザ機器（ＵＥ）が提供され、それは、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプ
リアンブルセットに属するランダムアクセスプリアンブル（ＲＡプリアンブル）をｅＮｏ
ｄｅＢ（ｅＮＢ）に送信するように構成される送信ユニットと、セットに固有の無線ネッ
トワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる第１の物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、または、プリアンブルに固有のＲＮＴＩによってスクランブ
ルされる第２のＰＤＣＣＨをｅＮＢから受信するように構成される受信ユニットと、含み
、第１のＰＤＣＣＨは、送信されるＲＡプリアンブルに応答して媒体アクセス制御（ＭＡ
Ｃ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を搬送する物理ダウンリンク共用チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）をスケジューリングし、セットに固有のＲＮＴＩは１つのＲＡプリアンブルセット
のセットインデックスに関連付けられ、第２のＰＤＣＣＨは、送信されるＲＡプリアンブ
ルに応答してＭＡＣ　ＲＡＲを搬送し、プリアンブルに固有のＲＮＴＩは送信されるＲＡ
プリアンブルのＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられる。
【０００８】
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　一般または特定の実施形態がシステム、方法、集積回路、コンピュータプログラム、ス
トレージ媒体またはいかなる選択的なそれらの組合せとしても実施することができる点に
留意すべきである。
【０００９】
　開示された実施形態の追加の利点および長所は、明細書および図面から明らかになる。
利点および／または長所は、本明細書および図面の各種実施形態および特徴によって個々
に得ることができ、その全てがそのような利点および／または長所の１つまたは複数を得
るために提供されている必要はない。
【００１０】
　本開示の前述の、そして他の特徴は、添付の図面と結びつけて以下の記述および添付の
請求の範囲からより完全に明らかになる。これらの図面が本開示によるいくつかの実施形
態だけを表しており、従って、その範囲を制限的なものではないことを理解しながら、本
開示は添付の図面を用いることにより追加の細部および詳細に関して記載されている。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示の一実施形態によるｅＮＢのための無線通信方法のフローチャートに関し
て概略を例示する図である。
【図２】本開示の一実施形態によるＵＥのための無線通信方法のフローチャートに関して
概略を例示する図である。
【図３】本開示の一実施形態による無線通信のためのｅＮＢのブロック図に関して概略を
例示する図である。
【図４】本開示の一実施形態による無線通信のためのＵＥのブロック図に関して概略を例
示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下の詳細な説明においては、その一部を形成する添付の図面を参照する。図面におい
て、別段文脈によって示されない限り、通常は類似の符号は類似の構成要素を識別するも
のである。本開示の態様が多種多様な異なる構成において構成することができ、置換する
ことができ、結合することができ、設計することができることが直ちに理解され、そして
、その全ては明示的に考察されて、本開示の一部をなす。
【００１３】
　本開示において、ＭＴＣは、本開示の原則を記載するための例証と考えることができる
が、しかしながら、本開示において開示される無線通信方法は、ＭＴＣに適用することが
できるだけでなく、ＬＴＥ仕様に準拠している他の通信などの他の無線通信にも、それら
の無線通信がカバレッジ拡張（ＣＥ）を必要とする可能性がある限り、適用することがで
きることに留意されたい。従って、ＵＥは、ＭＴＣのＵＥに限定されず、本開示に記載さ
れている通信方法を実行することができる他のいかなるＵＥであることもできる。
【００１４】
　上記にて説明したように、選択されたＲＡプリアンブルを搬送するＰＲＡＣＨがｅＮＢ
によって検出された場合、ｅＮＢはＭＡＣ　ＲＡＲをＵＥに送信してＵＥに知らせること
を必要とする。ＭＡＣ　ＲＡＲは、以下の方法のいずれかによって送信することができる
。
　方法１：　単一のＭＡＣ　ＲＡＲが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ、例
えばＭＴＣ　ＰＤＣＣＨ）だけによって搬送される。
　方法２：　１つまたは複数のＭＡＣ　ＲＡＲが、ＰＤＣＣＨによってスケジューリング
される物理ダウンリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）によって搬送される。
【００１５】
　いずれの方法のＰＤＣＣＨも、無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスク
ランブルされることを必要とし、また従ってＲＮＴＩを決定する方法が解決される必要が
ある。
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【００１６】
　一実施形態において、カバレッジ拡張を有する通信のためのＲＡ－ＲＮＴＩを決定する
ために、レガシー（legacy）のＲＡ－ＲＮＴＩの等式は再利用することができ、そして、
それは以下の通りである。
　　ＲＡ－ＲＮＴＩ＝１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ
ここで、ｔ＿ｉｄはＲＡプリアンブル（すなわち、ＲＡプリアンブルを搬送するＰＲＡＣ
Ｈ）が送信されたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄはＰＲＡＣＨの周波数領域
のリソースインデックスである。
【００１７】
　別の実施形態では、ＰＤＳＣＨのない単一ＭＡＣ　ＲＡＲを搬送するＰＤＣＣＨのため
に、ＰＤＣＣＨをスクランブルするために使用されるＲＮＴＩは、ＭＡＣ　ＲＡＲに対応
するＲＡプリアンブル（ＲＡプリアンブル）インデックスに関連付けることができ、１つ
または複数のＭＡＣ　ＲＡＲを搬送するＰＤＳＣＨをスケジューリングするＰＤＣＣＨの
ために、ＰＤＣＣＨをスクランブルするために使用されるＲＮＴＩは、対応するＲＡプリ
アンブルが属するセットインデックスに関連付けられる。
【００１８】
　この実施形態によれば、以下の利点がある。ＰＤＳＣＨのない単一ＭＡＣ　ＲＡＲを搬
送するＰＤＣＣＨ（方法１）のために、プリアンブルに固有のＲＮＴＩ（ｐｒｅａｍｂｌ
ｅ―ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＮＴＩ）が使われない場合、プリアンブルインデックス（６ビ
ット）はＰＤＣＣＨによって搬送されるＤＣＩに含まれなければならない。プリアンブル
に固有のＲＮＴＩを使用して、ＵＥは、ＲＮＴＩによってプリアンブルインデックスを演
繹することができて、単一のＭＡＣ　ＲＡＲを搬送するＰＤＣＣＨがそれのためのもので
あるか否かを判断することができる。こうして、シグナリングオーバヘッドを減らすこと
ができる。１つまたは複数のＭＡＣ　ＲＡＲを搬送するＰＤＳＣＨをスケジューリングす
るＰＤＣＣＨ（方法２）のために、同一セットのプリアンブルに対応するＭＡＣ　ＲＡＲ
は、１つのパケットにて送信される。ＵＥは、それ自体の、セットに固有のＲＮＴＩ（ｓ
ｅｔ―ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＮＴＩ）をモニタすることができるだけである。成功した場
合、ＵＥはスケジューリングされたＰＤＳＣＨを復号し、そうでない場合、ＵＥはＰＤＳ
ＣＨをデコードする必要がない。こうして、ＵＥの復号の複雑さを減らすことができる。
加えて、１つまたは複数のＭＡＣ　ＲＡＲを搬送するＰＤＳＣＨをスケジューリングする
ＰＤＣＣＨ（方法２）のために、本開示のこの実施形態によれば、同じＣＥレベルのＭＡ
Ｃ　ＲＡＲは、１つのパケットにて送信される。下位のＣＥレベルのＭＡＣ　ＲＡＲのた
めに、より少ない繰り返し送信がより少ないリソースで行われ、そして、対応するＵＥは
、より少ない電力でより少ない時間の範囲内でそれを検出することができる。これにより
、ＵＥのリソースの使用および電力消費を減らす。
【００１９】
　本開示の発明の概念によれば、一実施形態で、ｅＮＢによって実行されるカバレッジ拡
張（ＣＥ）を有する無線通信方法１００が提供される。図１に示す通り、方法１００は、
１つまたは複数のＵＥから１つまたは複数のランダムアクセスプリアンブル（ＲＡプリア
ンブル：ＲＡＰ）を受信したことに応答して１つまたは複数のＭＡＣ　ＲＡＲを１つまた
は複数のＵＥに送信する、ステップ１０１を含む。ｅＮＢは、同時に１つまたは複数のＲ
Ａプリアンブルを受信することができ、そして、そのために、それは受信する１つまたは
複数のＲＡプリアンブルにそれぞれ対応する１つまたは複数のＭＡＣ　ＲＡＲを送信する
ことを必要とする。
【００２０】
　この実施形態において、送信することは第１の方式によって実行することが可能であり
、これは、送信することが第１の方式によって少なくとも実行することができて、１つま
たは複数の他の方式によって実行することも可能であることを意味する。第１の方式は、
上記の方法２に対応する。第１の方式において、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡ
プリアンブルセットに属するＲＡプリアンブル（複数可）に応答するＭＡＣ　ＲＡＲは、
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セットに固有のＲＮＴＩによってスクランブルされる第１のＰＤＣＣＨによりスケジュー
リングされるＰＤＳＣＨによって搬送され、そして、セットに固有のＲＮＴＩは１つのＲ
Ａプリアンブルセットのセットインデックスに関連付けられる。言い換えれば、受信され
る１つまたは複数のＲＡプリアンブルに応答するＭＡＣ　ＲＡＲは、受信される１つまた
は複数のＲＡプリアンブルが属する異なるＲＡプリアンブルセット（異なるＣＥレベルに
対応する）に基づいて、異なるグループに分けられ、そして、同じグループのＭＡＣ　Ｒ
ＡＲは、ＰＤＣＣＨによってスケジューリングされるＰＤＳＣＨにて一緒に送信される。
ＰＤＣＣＨは、送信ＭＡＣ　ＲＡＲグループに対応するセットインデックスに関連付けら
れるセットに固有のＲＮＴＩによって、スクランブルされる。セットに固有のＲＮＴＩは
、セットに固有であり、ＲＡプリアンブルセットインデックスおよび任意に、ｔ＿ｉｄお
よびｆ＿ｉｄなどの他のパラメータによって、決定される。この実施形態によれば、ＵＥ
はそれ自体のセットに固有のＲＮＴＩをモニタすることができるだけである。そして、Ｕ
Ｅの復号の複雑さを減らすことができる。加えて、下位のＣＥレベルのＵＥのリソースの
使用および電力消費を減らすことができる。
【００２１】
　更に、送信することは、第１の方式および第２の方式の１つによって実行することがで
きる。第２の方式は、上記の方法１に対応する。第２の方式において、１つの受信される
ＲＡプリアンブルに応答する単一のＭＡＣ　ＲＡＲは、プリアンブルに固有のＲＮＴＩに
よってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨによって搬送され、そして、プリアンブルに
固有のＲＮＴＩは、単一のＭＡＣ　ＲＡＲが応答するＲＡプリアンブルのＲＡプリアンブ
ルインデックスに関連付けられる。第２の方式において、ＰＤＣＣＨは、ＲＡプリアンブ
ルに固有であり、ＲＡプリアンブルインデックスおよび任意に、ｔ＿ｉｄおよびｆ＿ｉｄ
などの他のパラメータにより決定される、プリアンブルに固有のＲＮＴＩによってスクラ
ンブルされる。この方式によって、シグナリングオーバヘッドを減らすことができる。
【００２２】
　特定の実装において、どの送信方式がｅＮＢによって採用されるべきかについては、Ｍ
ＡＣレイヤまたはＲＲＣレイヤによって構成することができ、あるいは、ＵＥに通知する
ことなくｅＮＢによって決定することができる。ｅＮＢがＵＥに通知することなく送信方
式を採用する場合、ＵＥはＰＤＣＣＨをブラインドで検出することができる。
【００２３】
　従って、一実施形態では、ＵＥ側で、ＵＥによって実行されるカバレッジ拡張を有する
無線通信方法２００が提供される。図２に示す通り、方法２００は、１つのＣＥレベルに
対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属するＲＡプリアンブルをｅＮＢに送信するス
テップ２０１と、セットに固有のＲＮＴＩによってスクランブルされたＰＤＣＣＨ、また
は、プリアンブルに固有のＲＮＴＩによってスクランブルされた第２のＰＤＣＣＨをｅＮ
Ｂから受信するステップ２０２とを含む。ステップ２０１において、ＵＥは、選択された
ＣＥレベルに対応するＲＡプリアンブルセットからＲＡプリアンブルを選択して、ＲＡプ
リアンブルを（例えば、ＰＲＡＣＨにおいて）ｅＮＢに送信する。ｅＮＢは、ＲＡプリア
ンブルを受信した後に、ＲＡプリアンブルに応答して上記の第１または第２の方式によっ
てＲＡＲをＵＥに送信する。ステップ２０２において、ＵＥはＲＡＲに関連付けられた第
１または第２のＰＤＣＣＨを受信し、そして、第１または第２のＰＤＣＣＨは、セットに
固有のＲＮＴＩまたはプリアンブルに固有のＲＮＴによってスクランブルされる。この実
施形態において、第１のＰＤＣＣＨは、送信されるＲＡプリアンブルに応答してＭＡＣ　
ＲＡＲを搬送するＰＤＳＣＨをスケジューリングし、そして、セットに固有のＲＮＴＩは
１つのＲＡプリアンブルセットのセットインデックスに関連付けられる。第２のＰＤＣＣ
Ｈは、送信されるＲＡプリアンブルに応答してＭＡＣ　ＲＡＲを搬送し、そして、プリア
ンブルに固有のＲＮＴＩは、送信されるＲＡプリアンブルのＲＡプリアンブルインデック
スに関連付けられる。第１のＰＤＣＣＨおよび第２のＰＤＣＣＨは、それぞれ上記の第１
の方式および第２の方式に対応する。セットに固有のＲＮＴＩはセットに固有であり、Ｒ
Ａプリアンブルセットインデックスおよび任意に、ｔ＿ｉｄおよびｆ＿ｉｄなどの他のパ
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ラメータによって決定される。プリアンブルに固有のＲＮＴＩはＲＡプリアンブルに固有
であり、ＲＡプリアンブルインデックスおよび任意に、ｔ＿ｉｄおよびｆ＿ｉｄなどの他
のパラメータによって決定される。この実施形態によれば、ＵＥはそれ自体のセットに固
有のＲＮＴＩをモニタすることができるだけであり、そして、ＵＥのデコードの複雑さは
減らすことができる。加えて、下位のＣＥレベルのＵＥのリソースの使用および電力消費
を減らすことができる。更に、シグナリングオーバヘッドを減らすことができる。
【００２４】
　本開示の実施形態において、上記方法に対応して、ｅＮＢおよびＵＥも提供される。図
３は、本開示の一実施形態による、カバレッジ拡張を有する無線通信のためのｅＮＢ３０
０のブロック図を概略的に示す。ｅＮＢ３００は、１つまたは複数のＵＥから１つまたは
複数のランダムアクセスプリアンブル（ＲＡプリアンブル）を受信したことに応答して１
つまたは複数のＭＡＣランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ）に送信するように構成される送信ユニット３０１を含むことができる。そして、送
信することは、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属するＲＡ
プリアンブルに応答するＭＡＣ　ＲＡＲ（複数可）が、セットに固有の無線ネットワーク
一時識別子（ＲＮＴＩ）によりスクランブルされる第１の物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）によってスケジューリングされる物理ダウンリンク共用チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）によって搬送される、第１の方式によって実行することが可能である。そして、セ
ットに固有のＲＮＴＩは、１つのＲＡプリアンブルセットのセットインデックスに関連付
けられる。
【００２５】
　本開示によるｅＮＢ３００は、ｅＮＢ３００のそれぞれのユニットの各種のデータおよ
び制御操作を処理する関連するプログラムを実行するためのＣＰＵ（中央処理装置）３１
０、ＣＰＵ３１０によって各種の処理およびコントロールを実行するために必要とされる
各種のプログラムを格納するためのＲＯＭ（読出し専用メモリ）３１３、ＣＰＵ３１０に
よる処理および制御の手順において一時的に作られる中間データを格納するためのＲＡＭ
（ランダムアクセスメモリ）３１５および／または各種のプログラム、データなどの格納
のためのストレージユニット３１７を、任意に含むことができる。上記の送信ユニット３
０１、ＣＰＵ３１０、ＲＯＭ３１３、ＲＡＭ３１５および／またはストレージユニット３
１７などは、データおよび／またはコマンドバス３２０を介して相互接続されて互いの間
で信号を転送することができる。
【００２６】
　上述のそれぞれのユニットは、本開示の範囲を制限するものではない。本開示の１つの
実装によれば、上記の送信ユニット３０１の機能はハードウェアによって実装することが
でき、そして、上記のＣＰＵ３１０、ＲＯＭ３１３、ＲＡＭ３１５および／またはストレ
ージユニット３１７は必要とは限らない。あるいは、上記の送信ユニット３０１の機能は
、上記のＣＰＵ３１０、ＲＯＭ３１３、ＲＡＭ３１５および／またはストレージユニット
３１７などと組み合わせた機能ソフトウェアによって実装することもできる。
【００２７】
　図４は、本開示の一実施形態によるカバレッジ拡張を有する無線通信のためのＵＥ４０
０のブロック図を概略的に示す。ＵＥ４００は、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡ
プリアンブルセットに属するランダムアクセスプリアンブル（ＲＡプリアンブル）をｅＮ
ｏｄｅＢ（ｅＮＢ）に送信するように構成される送信ユニット４０１と、セットに固有の
無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされた第１の物理ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、または、プリアンブルに固有のＲＮＴＩによってス
クランブルされた第２のＰＤＣＣＨを、ｅＮＢから受信するように構成される受信ユニッ
ト４０２とを含むことができる。そして、第１のＰＤＣＣＨは送信されるＲＡプリアンブ
ルに応答して媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を搬送する物
理ダウンリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）をスケジューリングする。そして、セットに
固有のＲＮＴＩは１つのＲＡプリアンブルセットのセットインデックスに関連付けられる
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。第２のＰＤＣＣＨは、送信されるＲＡプリアンブルに応答してＭＡＣ　ＲＡＲを搬送す
る。そして、プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、送信されるＲＡプリアンブルのＲＡプリ
アンブルインデックスに関連付けられる。
【００２８】
　本開示によるＵＥ４００は、関連したプログラムを実行してＵＥ４００のそれぞれのユ
ニットの各種のデータおよび制御操作を処理するためのＣＰＵ（中央処理装置）４１０、
ＣＰＵ４１０によって各種の処理およびコントロールを実行するために必要とされる各種
のプログラムを格納するためのＲＯＭ（読出し専用メモリ）４１３、ＣＰＵ４１０による
処理および制御の手順において一時的に作られる中間データを格納するためのＲＡＭ（ラ
ンダムアクセスメモリ）４１５および／または各種のプログラム、データなどを格納する
ためのストレージユニット４１７を、任意に含むことができる。上記の送信ユニット４０
１、受信ユニット４０２、ＣＰＵ４１０、ＲＯＭ４１３、ＲＡＭ４１５および／またはス
トレージユニット４１７などは、データおよび／またはコマンドバス４２０介して相互接
続されて互いの間で信号を転送することができる。
【００２９】
　上記のそれぞれのユニットは、本開示の範囲を制限するものではない。本開示の１つの
実装によれば、上記の送信ユニット４０１および受信ユニット４０２の機能はハードウェ
アによって実装することができ、そして、上記のＣＰＵ４１０、ＲＯＭ４１３、ＲＡＭ４
１５および／またはストレージユニット４１７は必要とは限らない。
【００３０】
　あるいは、上記の送信ユニット４０１および受信ユニット４０２の機能は、上記のＣＰ
Ｕ４１０、ＲＯＭ４１３、ＲＡＭ４１５および／またはストレージユニット４１７などと
組み合わせた機能ソフトウェアによって実装することもできる。
【００３１】
　通信方法のための上記の説明はＵＥまたはｅＮＢにも適用することができ、本明細書に
おいては繰り返さないことに留意されたい。
【００３２】
　以下に、ＲＮＴＩを具体的に決定するためのいくつかの例が提供される。それらの例が
本開示の範囲を制限しないことに留意されたい。それらの例におけるセットに固有のＲＮ
ＴＩ（ｓｅｔ―ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＮＴＩ）およびプリアンブルに固有のＲＮＴＩ（ｐ
ｒｅａｍｂｌｅ―ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＮＴＩ）の組合せは、任意であり必須ではない。
それらの例の、セットに固有のＲＮＴＩおよびプリアンブルに固有のＲＮＴＩのための決
定方法は、それぞれに採用することができる。
【００３３】
　第１の例において、プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋ｉｎｄｅｘｐ

，ｉ＋ｏｆｆｓｅｔｉ　　　　（１）
によって決定される。
セットに固有のＲＮＴＩは、
　　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅ
ｔｉ　　　　（２）、または、
　　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）－１＋ｏｆｆｓｅｔ

ｉ　　　　（３）
によって決定される。ここで、ＲＮＴＩｐ，ｉはＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプリア
ンブルｐに対応するプリアンブルに固有のＲＮＴＩであり、ＲＮＴＩｉはＲＡプリアンブ
ルセットｉに対応するセットに固有のＲＮＴＩであり、ｉはＲＡプリアンブルセットのイ
ンデックスであり、ｔ＿ｉｄは送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＲＡプリアンブルが送信さ
れたサブフレームインデックス（すなわち、ＲＡプリアンブルを搬送するＰＲＡＣＨが送
信されるサブフレームインデックス）であり、ｆ＿ｉｄは送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する
ＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックス（すなわち、ＲＡプリ
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アンブルを搬送するＰＲＡＣＨの周波数領域のリソースインデックス）であり、ＮｉはＲ
ＡプリアンブルセットｉのＲＡプリアンブルインデックスの数であり、ｉｎｄｅｘｐ，ｉ

はＲＡプリアンブルセットｉ内のＲＡプリアンブルｐのインデックスであり、そして、ｏ
ｆｆｓｅｔｉはＲＡプリアンブルセットに固有である整数オフセットである。ｏｆｆｓｅ
ｔｉは必要に応じて任意に決定することができ、例えば、それはＭＡＣレイヤまたはＲＲ
Ｃレイヤにおいて特定することができるかまたは構成することができる。インデックス（
例えば、セットインデックスｉ、ｉｎｄｅｘｐ，ｉなど）が０から始まる整数であること
ができることに留意されたい。加えて、ｉｎｄｅｘｐ，ｉは、各ＲＡプリアンブルセット
の中でそれぞれ番号を付けられ、言い換えれば、ｉｎｄｅｘｐ，ｉは、最後のＲＡプリア
ンブルセットの後に続けて連続して番号を付けられるのではなく、各ＲＡプリアンブルセ
ットにおいて開始値（例えば、０）から番号付けなおすこともできる。
【００３４】
　上記の等式（２）は、セットに固有のプリアンブルが各セットのプリアンブルに固有の
ＲＮＴＩに続くことを意味し、そして、上記の等式（３）は、セットに固有のプリアンブ
ルの後に各セットのプリアンブルに固有のＲＮＴＩが続くことを意味する。加えて、ｏｆ
ｆｓｅｔｉは必要に応じて任意に決定することができるので、異なる値のｏｆｆｓｅｔｉ

について、上記の等式（１）～（３）はそれぞれ等式（１’）～（３’）として、
　　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋ｉｎｄｅｘｐ，ｉ

＋ｏｆｆｓｅｔｉ　　　　（１’）
　　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅｔｉ

　　　　（２’）
　　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）－１＋ｏｆｆｓｅｔｉ　
　　　（３’）
と書くことができる。
【００３５】
　例として、ｔ＿ｉｄ＝０、ｆ＿ｉｄ＝０、全部で４つのＲＡプリアンブルセットがあり
、等式（１’）および（２’）が使用される、と仮定すれば、ＲＮＴＩは表１のように割
り当てることができる。

【表１】

【００３６】
　第１の例において、セットに固有のＲＮＴＩは各セットのプリアンブルに固有のＲＮＴ
Ｉの後に続くかまたはその前にあり、そして、異なるセットに対するオフセットは独立し
ている。従って、ＵＥは、それ自身のＲＡＲセットのパラメータを知っていることしか必
要なく、他のセットの情報無しで動作することができる。
【００３７】
　第２の例において、プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
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　　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋
１））＋ｉｎｄｅｘｐ，ｉ＋ｏｆｆｓｅｔ　　　　（４）
によって決定される。
セットに固有のＲＮＴＩは、
　　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１）
）＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅｔ　　　　（５）、または、
　　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１）
）－１＋ｏｆｆｓｅｔ　　　　（６）
によって決定される。ここで、ＲＮＴＩｐ，ｉはＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプリア
ンブルｐに対応するプリアンブルに固有のＲＮＴＩであり、ＲＮＴＩｉはＲＡプリアンブ
ルセットｉに対応するセットに固有のＲＮＴＩであり、ｉはＲＡプリアンブルセットのイ
ンデックスであり、ｔ＿ｉｄは送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＲＡプリアンブルが送信さ
れたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＲＡプ
リアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、ＮｉはＲＡプリアン
ブルセットｉのＲＡプリアンブルインデックスの数であり、Ｎｉ－１はＲＡプリアンブル
セットｉ－１のＲＡプリアンブルインデックスの数であり、ｉｎｄｅｘｐ，ｉはＲＡプリ
アンブルセットｉ内のＲＡプリアンブルｐのインデックスであり、そして、ｏｆｆｓｅｔ
は全てのＲＡプリアンブルセットに共通の整数オフセットである。ｏｆｆｓｅｔは必要に
応じて任意に決定することができ、例えば、それはＭＡＣレイヤまたはＲＲＣレイヤにお
いて特定することができるかまたは構成することができる。Ｎ－１は、０または他のいか
なる固定値としてもセットすることができる。任意には、全てのＲＡプリアンブルセット
は、同数の、すなわち、固定値であるＮｉ＝Ｎ個のＲＡプリアンブルを有する。上記の等
式（５）は、セットに固有のプリアンブルが各セットのプリアンブルに固有のＲＮＴＩに
続くことを意味し、そして、上記の等式（６）は、セットに固有のプリアンブルの後に各
セットのプリアンブルに固有のＲＮＴＩが続くことを意味する。
【００３８】
　例として、ｔ＿ｉｄ＝０、ｆ＿ｉｄ＝０、全部で４つのＲＡプリアンブルセットがあり
、各セットに１６のＲＡプリアンブルがあり、Ｎ－１＝０、および等式（４）および（６
）が使用される、と仮定すると、ＲＮＴＩは表２のように割り当てることができる。
【表２】

【００３９】
　第２の例において、オフセットは全てのセットに対して共通であり、そして、それによ
り全てのセットに対するＲＡＲ　ＲＮＴＩの連続的な割当てに至る。従って、それは、Ｒ
ＮＴＩ割当てを整えることができ、また、構成することが必要なパラメータを減らす。
【００４０】
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　第３の例において、プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　　ＲＮＴＩｐ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）＋ｉｎｄｅｘ

ｐ＋ｏｆｆｓｅｔ　　　　（７）
によって決定される。
セットに固有のＲＮＴＩは、
　　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）－ｉ－１＋ｏ
ｆｆｓｅｔ　　　　（８）、または、
　　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）＋Ｎ＿ｐ＋ｉ
＋ｏｆｆｓｅｔ　　　　（９）
によって決定される。ここで、ＲＮＴＩｐはＲＡプリアンブルｐに対応するプリアンブル
に固有のＲＮＴＩであり、ＲＮＴＩｉはＲＡプリアンブルセットｉに対応するセットに固
有のＲＮＴＩであり、ｉはＲＡプリアンブルセットｉのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは
送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックス
であり、ｆ＿ｉｄは送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応するＲＡプリアンブルが送信された周波数
領域のリソースインデックスであり、Ｎ＿ｐは全てのＲＡプリアンブルセットのＲＡプリ
アンブルインデックスの合計数であり、Ｎ＿ｓｅｔはＲＡプリアンブルセットの合計数で
あり、ｉｎｄｅｘｐはＮ＿ｐ個のＲＡプリアンブル内のＲＡプリアンブルｐのインデック
スであり、そして、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセットに共通である整数オフ
セットである。ｉｎｄｅｘｐは、上記のｉｎｄｅｘｐ，ｉと異なることに留意されたい。
ｉｎｄｅｘｐが全てのセットの全てのＲＡプリアンブルの中で番号を付けられる一方で、
ｉｎｄｅｘｐが各セットの範囲内で番号を付けられる。
【００４１】
　第３の例において、全てのセットに固有のＲＮＴＩは、全てのプリアンブルのＲＮＴＩ
の後に続くかまたはその前にあり、そして、これらのＲＮＴＩは連続して割り当てること
ができる。
【００４２】
　第４の例において、特定のＲＡプリアンブルに対応するプリアンブルに固有のＲＮＴＩ
の最下位ビット（ｌｅａｓｔ　ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　ｂｉｔ（ＬＳＢ））または最上
位ビット（ｍｏｓｔ　ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　ｂｉｔ（ＭＳＢ））は、全てのＲＡプリ
アンブル内の特定のＲＡプリアンブルのインデックスによって決定することができ、そし
て、プリアンブルに固有のＲＮＴＩの他のビットは固定値である。例えば、ＲＡプリアン
ブルインデックスはＮビットとして解釈され、Ｎビットは対応するＲＡＲのＲＮＴＩのＬ
ＳＢとして使われ、ＲＮＴＩの他のビットは仕様において特定することができる固定値で
ある。
【００４３】
　セットに固有のＲＮＴＩに関しては、特定のＲＡプリアンブルセットに対応するセット
に固有のＲＮＴＩは、特定のＲＡプリアンブルセットのＲＡプリアンブルに対応するプリ
アンブルに固有のＲＮＴＩの値に対する連続した値であることができる。
【００４４】
　例として、第４の例によって割り当てられるＲＮＴＩは、表３に示すことができる。
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【表３】

【００４５】
　表３の例において、各セットのＲＡプリアンブルの数は異なる。プリアンブルに固有の
ＲＮＴＩの最初の１０ビットは「１１１１１１１１１１」であるように固定され、そして
、ＲＮＴＩの６つのＬＳＢはＲＡプリアンブルインデックスによって決定される。
【００４６】
　あるいは、１つのＲＡプリアンブルセットに対応するセットに固有のＲＮＴＩは、１つ
のＲＡプリアンブルセットの任意のＲＡプリアンブルに対応するプリアンブルに固有のＲ
ＮＴＩのＬＳＢまたはＭＳＢ以外の、１つまたは複数のビットを変更することによって、
決定することもできる。例えば、プリアンブルに固有のＲＮＴＩのＬＳＢまたはＭＳＢ以
外のビットが「１１１１１１１１１１」で満たされており、そして、セットのプリアンブ
ルに固有のＲＮＴの１つ（例えば最初のもの）が「１１１１１１１１１１０００００１」
である場合、セットに固有のＲＮＴＩは「１１１１１１１１１１」の先頭のビット「１」
を「０」に変えることにより「０１１１１１１１１１０００００１」であり得る。
【００４７】
　本開示は、ソフトウェア、ハードウェアまたはハードウェアと協調したソフトウェアに
よって実現することができる。上記の各実施形態の記述において使用する各機能ブロック
は集積回路としてＬＳＩによって実現することができ、そして、各実施形態に記載されて
いる各プロセスはＬＳＩによって制御することができる。それらは、複数のチップとして
個々に形成することができ、または、ワンチップを形成して機能ブロックの一部または全
体を含むようにすることもできる。それらは、それらに結合されたデータ入力および出力
を含むことができる。本明細書でのＬＳＩは、集積度の違いに応じて、ＩＣ、システムＬ
ＳＩ、ｓｕｐｅｒ　ＬＳＩまたはｕｌｔｒａ　ＬＳＩと呼ばれてもよい。しかしながら、
集積回路を実装する技術は、ＬＳＩに限定されず、専用回路または汎用プロセッサを用い
て実現することができる。加えて、ＬＳＩの製造の後プログラムすることができるＦＰＧ
Ａ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）、またはＬＳＩ内部に配置されている回路
セルの接続および設定を変更することができる再構成可能なプロセッサが、使用可能であ
る。
【００４８】
　本開示が本開示の内容および範囲を逸脱しない範囲で明細書に提示される記述および周
知の技術に基づいて当業者によってさまざまな変更および修正を受けることが意図されて
いること、およびこのような変更およびアプリケーションは保護されると主張されている
範囲に入ることに留意されたい。更にまた、本開示の内容から逸脱しない範囲で、上記の
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実施形態の構成要素は、任意に組み合わせることができる。
【００４９】
　本開示の実施形態は、少なくとも以下の主題項目を提供することができる。
【００５０】
　［項目１］
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって実行され、カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信
方法であって、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）から１つまたは複数のランダムアクセスプリアン
ブル（ＲＡプリアンブル）を受信したことに応答して、１つまたは複数の媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を前記１つまたは複数のＵＥに送信するこ
とを含み、
　前記送信することは、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属
する前記ＲＡプリアンブルに応答する前記ＭＡＣ　ＲＡＲが、セットに固有の無線ネット
ワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる第１の物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）によってスケジューリングされる物理ダウンリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）によって搬送される、第１の方式によって実行することが可能であり、前
記セットに固有のＲＮＴＩは前記１つのＲＡプリアンブルセットのセットインデックスに
関連付けられる、
　無線通信方法。
【００５１】
　［項目２］
　前記送信することは、前記第１の方式および第２の方式の１つによって実行され、
　前記第２の方式において、１つの受信ＲＡプリアンブルに応答する単一のＭＡＣ　ＲＡ
Ｒはプリアンブルに固有のＲＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨによっ
て搬送され、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは前記単一のＭＡＣ　ＲＡＲが応答する
前記ＲＡプリアンブルのＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられる、
　項目１に記載の無線通信方法。
【００５２】
　［項目３］
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋ｉｎｄｅｘｐ，

ｉ＋ｏｆｆｓｅｔｉ

によって決定され、
　ＲＮＴＩｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉの前記ＲＡプリアンブルｐに対応する
前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩであり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデッ
クスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信
されたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する
前記ＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉは前
記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプリアンブルインデックスの数であり、ｉｎｄｅｘｐ

，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉ内の前記ＲＡプリアンブルｐのインデックスであり
、ｏｆｆｓｅｔｉはＲＡプリアンブルセットに固有である整数オフセットである、
　項目２に記載の無線通信方法。
【００５３】
　［項目４］
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅｔ

ｉ、または、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）－１＋ｏｆｆｓｅｔｉ

によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
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あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡ
Ｃ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスであ
り、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信された周
波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプ
リアンブルインデックスの数であり、ｏｆｆｓｅｔｉはＲＡプリアンブルセットに固有で
ある整数オフセットである、
　項目１～３のいずれか一項に記載の無線通信方法。
【００５４】
　［項目５］
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１
））＋ｉｎｄｅｘｐ，ｉ＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉの前記ＲＡプリアンブルｐに対応する
前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩであり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデッ
クスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信
されたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する
前記ＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉ－１

は前記ＲＡプリアンブルセットｉ－１のＲＡプリアンブルインデックスの数であり、ｉｎ
ｄｅｘｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉ内の前記ＲＡプリアンブルｐのインデック
スであり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセットに共通の整数オフセットである
、
　項目２に記載の無線通信方法。
【００５５】
　［項目６］
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１））
＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅｔ、または、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１））
－１＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡ
Ｃ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスであ
り、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信された周
波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプ
リアンブルインデックスの数であり、Ｎｉ－１は前記ＲＡプリアンブルセットｉ－１のＲ
Ａプリアンブルインデックスの数であり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセット
に共通の整数オフセットである、
　項目１、２および５のいずれか一項に記載の無線通信方法。
【００５６】
　［項目７］
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）＋ｉｎｄｅｘｐ

＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｐは前記ＲＡプリアンブルｐに対応する前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩで
あり、ｔ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信された
サブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記Ｒ
Ａプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎ＿ｐは全ての
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ＲＡプリアンブルセットのＲＡプリアンブルインデックスの合計数であり、Ｎ＿ｓｅｔは
ＲＡプリアンブルセットの合計数であり、ｉｎｄｅｘｐは前記Ｎ＿ｐ個のＲＡプリアンブ
ル内の前記ＲＡプリアンブルｐのインデックスであり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリア
ンブルセットに共通の整数オフセットである、
　項目２に記載の無線通信方法。
【００５７】
　［項目８］
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）－ｉ－１＋ｏｆ
ｆｓｅｔ、または、
　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）＋Ｎ＿ｐ＋ｉ＋
ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信Ｍ
ＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスで
あり、ｆ＿ｉｄは前記送信ＭＡＣ　ＲＡＲに対応する前記ＲＡプリアンブルが送信された
周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎ＿ｐは全てのＲＡプリアンブルセットのＲ
Ａプリアンブルインデックスの合計数であり、Ｎ＿ｓｅｔはＲＡプリアンブルセットの合
計数であり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセットに共通の整数オフセットであ
る、
　項目１、２および７のいずれか一項に記載の無線通信方法。
【００５８】
　［項目９］
　特定のＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩの最下位ビット
（ＬＳＢ）または最上位ビット（ＭＳＢ）は、全てのＲＡプリアンブル内の前記特定のＲ
Ａプリアンブルのインデックスによって決定され、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩの
他のビットは固定値である、
　項目２に記載の無線通信方法。
【００５９】
　［項目１０］
　特定のＲＡプリアンブルセットに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記特定の
ＲＡプリアンブルセットの前記ＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有のＲ
ＮＴＩの前記値に対する連続した値である、
　項目９に記載の無線通信方法。
【００６０】
　［項目１１］
　特定のＲＡプリアンブルセットに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記特定の
ＲＡプリアンブルセットの任意のＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有の
ＲＮＴＩのＬＳＢまたはＭＳＢ以外の、１つまたは複数のビットを変更することによって
決定される、
　項目９に記載の無線通信方法。
【００６１】
　［項目１２］
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実行され、カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信方法
であって、
　１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属するランダムアクセス
プリアンブル（ＲＡプリアンブル）をｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）に送信することと、
　セットに固有の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる
第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、または、プリアンブルに固有のＲ
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ＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨを前記ｅＮＢから受信することと、
を含み、
　前記第１のＰＤＣＣＨは、前記送信されるＲＡプリアンブルに応答して媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を搬送する物理ダウンリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）をスケジューリングし、前記セットに固有のＲＮＴＩは前記１つのＲＡプ
リアンブルセットのセットインデックスに関連付けられ、
　前記第２のＰＤＣＣＨは、前記送信されるＲＡプリアンブルに応答して前記ＭＡＣ　Ｒ
ＡＲを搬送し、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは前記送信されるＲＡプリアンブルの
前記ＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられる、
　無線通信方法。
【００６２】
　［項目１３］
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋ｉｎｄｅｘｐ，

ｉ＋ｏｆｆｓｅｔｉ

によって決定され、
　ＲＮＴＩｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉの前記ＲＡプリアンブルｐに対応する
前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩであり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデッ
クスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信されるＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームイン
デックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信されるＲＡプリアンブルが送信された周波数領域の
リソースインデックスであり、Ｎｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプリアンブル
インデックスの数であり、ｉｎｄｅｘｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉ内の前記Ｒ
Ａプリアンブルｐのインデックスであり、ｏｆｆｓｅｔｉはＲＡプリアンブルセットに固
有である整数オフセットである、
　項目１２に記載の無線通信方法。
【００６３】
　［項目１４］
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅｔ

ｉ、または、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎｉ＋１）－１＋ｏｆｆｓｅｔｉ

によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信され
るＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信
されるＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉは
前記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプリアンブルインデックスの数であり、ｏｆｆｓｅ
ｔｉはＲＡプリアンブルセットに固有である整数オフセットである、
　項目１２または１３に記載の無線通信方法。
【００６４】
　［項目１５］
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ，ｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１
））＋ｉｎｄｅｘｐ，ｉ＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉの前記ＲＡプリアンブルｐに対応する
前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩであり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデッ
クスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信されるＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームイン
デックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信されるＲＡプリアンブルが送信された周波数領域の
リソースインデックスであり、Ｎｉ－１は前記ＲＡプリアンブルセットｉ－１のＲＡプリ



(20) JP 6558612 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

アンブルインデックスの数であり、ｉｎｄｅｘｐ，ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉ内
の前記ＲＡプリアンブルｐのインデックスであり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブ
ルセットに共通の整数オフセットである、
　項目１２に記載の無線通信方法。
【００６５】
　［項目１６］
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１））
＋Ｎｉ＋ｏｆｆｓｅｔ、または、
　ＲＮＴＩｉ＝（１＋ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（（Ｎｉ－１＋１）＊（ｉ＋１））
－１＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信され
るＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送信
されるＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎｉは
前記ＲＡプリアンブルセットｉのＲＡプリアンブルインデックスの数であり、Ｎｉ－１は
前記ＲＡプリアンブルセットｉ－１のＲＡプリアンブルインデックスの数であり、ｏｆｆ
ｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセットに共通の整数オフセットである、
　項目１２または１５に記載の無線通信方法。
【００６６】
　［項目１７］
　前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｐ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）＋ｉｎｄｅｘｐ

＋ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｐは前記ＲＡプリアンブルｐに対応する前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩで
あり、ｔ＿ｉｄは前記送信されるＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデック
スであり、ｆ＿ｉｄは前記送信されるＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソー
スインデックスであり、Ｎ＿ｐは全てのＲＡプリアンブルセットのＲＡプリアンブルイン
デックスの合計数であり、Ｎ＿ｓｅｔはＲＡプリアンブルセットの合計数であり、ｉｎｄ
ｅｘｐは前記Ｎ＿ｐ個のＲＡプリアンブル内の前記ＲＡプリアンブルｐのインデックスで
あり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアンブルセットに共通の整数オフセットである、
　項目１２に記載の無線通信方法。
【００６７】
　［項目１８］
　前記セットに固有のＲＮＴＩは、
　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）－ｉ－１＋ｏｆ
ｆｓｅｔ、または、
　ＲＮＴＩｉ＝（ｔ＿ｉｄ＋１０＊ｆ＿ｉｄ）＊（Ｎ＿ｐ＋Ｎ＿ｓｅｔ）＋Ｎ＿ｐ＋ｉ＋
ｏｆｆｓｅｔ
によって決定され、
　ＲＮＴＩｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩで
あり、ｉは前記ＲＡプリアンブルセットｉのインデックスであり、ｔ＿ｉｄは前記送信さ
れるＲＡプリアンブルが送信されたサブフレームインデックスであり、ｆ＿ｉｄは前記送
信されるＲＡプリアンブルが送信された周波数領域のリソースインデックスであり、Ｎ＿
ｐは全てのＲＡプリアンブルセットのＲＡプリアンブルインデックスの合計数であり、Ｎ
＿ｓｅｔはＲＡプリアンブルセットの合計数であり、ｏｆｆｓｅｔは全てのＲＡプリアン
ブルセットに共通の整数オフセットである、
　項目１２または１７に記載の無線通信方法。
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【００６８】
　［項目１９］
　特定のＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩの最下位ビット
（ＬＳＢ）または最上位ビット（ＭＳＢ）は、全てのＲＡプリアンブル内の前記特定のＲ
Ａプリアンブルのインデックスによって決定され、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩの
他のビットは固定値である、
　項目１２に記載の無線通信方法。
【００６９】
　［項目２０］
　特定のＲＡプリアンブルセットに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記特定の
ＲＡプリアンブルセットの前記ＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有のＲ
ＮＴＩの前記値に対する連続した値である、
　項目１９に記載の無線通信方法。
【００７０】
　［項目２１］
　特定のＲＡプリアンブルセットに対応する前記セットに固有のＲＮＴＩは、前記特定の
ＲＡプリアンブルセットの任意のＲＡプリアンブルに対応する前記プリアンブルに固有の
ＲＮＴＩのＬＳＢまたはＭＳＢ以外の、１つまたは複数のビットを変更することによって
決定される、
　項目１９に記載の無線通信方法。
【００７１】
　［項目２２］
　カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信のためのｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）であって、
　１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）から１つまたは複数のランダムアクセスプリアン
ブル（ＲＡプリアンブル）を受信したことに応答して、１つまたは複数の媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を前記１つまたは複数のＵＥに送信するよ
うに構成される送信ユニットを含み、
　前記送信することは、１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属
する前記ＲＡプリアンブルに応答する前記ＭＡＣ　ＲＡＲが、セットに固有の無線ネット
ワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる第１の物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）によってスケジューリングされる物理ダウンリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）によって搬送される、第１の方式によって実行することが可能であり、前
記セットに固有のＲＮＴＩは前記１つのＲＡプリアンブルセットのセットインデックスに
関連付けられる、
　ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）。
【００７２】
　［項目２３］
　前記送信することは、前記第１の方式および第２の方式の１つによって実行され、
　前記第２の方式において、１つの受信ＲＡプリアンブルに応答する単一のＭＡＣ　ＲＡ
Ｒはプリアンブルに固有のＲＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨによっ
て搬送され、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは前記単一のＭＡＣ　ＲＡＲが応答する
前記ＲＡプリアンブルの前記ＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられる、
　項目２２に記載のｅＮＢ。
【００７３】
　［項目２４］
　カバレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　１つのＣＥレベルに対応する１つのＲＡプリアンブルセットに属するランダムアクセス
プリアンブル（ＲＡプリアンブル）をｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）に送信するように構成され
る送信ユニットと、
　セットに固有の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）によってスクランブルされる
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第１の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、または、プリアンブルに固有のＲ
ＮＴＩによってスクランブルされる第２のＰＤＣＣＨを前記ｅＮＢから受信するように構
成される受信ユニットと、
を含み、
　前記第１のＰＤＣＣＨは、前記送信されるＲＡプリアンブルに応答して媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）を搬送する物理ダウンリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）をスケジューリングし、前記セットに固有のＲＮＴＩは前記１つのＲＡプ
リアンブルセットのセットインデックスに関連付けられ、
　前記第２のＰＤＣＣＨは、前記送信されるＲＡプリアンブルに応答して前記ＭＡＣ　Ｒ
ＡＲを搬送し、前記プリアンブルに固有のＲＮＴＩは前記送信されるＲＡプリアンブルの
前記ＲＡプリアンブルインデックスに関連付けられる、
ユーザ機器（ＵＥ）。
【００７４】
　［項目２５］
　プログラム命令を格納するメモリおよびプロセッサを含み、前記プロセッサは前記プロ
グラム命令を実行してｅＮＢのための上記の方法のいずれかを実行することができる、カ
バレッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信のためのｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）。
【００７５】
　［項目２６］
　プログラム命令を格納するメモリおよびプロセッサを含み、前記プロセッサは前記プロ
グラム命令を実行してＵＥのための上記の方法のいずれかを実行することができる、カバ
レッジ拡張（ＣＥ）を有する無線通信のためのユーザ機器（ＵＥ）。
【００７６】
　加えて、本開示の実施形態は、上記のそれぞれの通信方法におけるステップ（複数可）
を実行するためのモジュール（複数可）を含む集積回路を提供することもできる。更に、
本開示の実施形態は、コンピューティング装置に実行されるときに上記のそれぞれの通信
方法のステップ（複数可）を実行するプログラムコードを含むコンピュータプログラムを
その上に格納している、コンピュータ可読のストレージ媒体を提供することもできる。
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